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が理解される。したがって改訂の意義は、作曲家が自身の不確定性に対する本質的な関心が即興を含む演奏
解釈における作用の部分にあることを再発見した上で、不確定な記譜法の必然性を再検討し、近似値的であ
りながらも無限に残されていた持続の可能性の中から作曲家自身が最適と考える１つを選択し、音響を再編
集した点にあったと推測される。 
《たまもの》創作過程に確認されるこのような経緯は、今日の作曲家に、大編成である以上最低限考慮す
べき事柄をふまえた上で、不確定性を記譜法により意図的に楽譜に内蔵させるべきか、それとも記譜法の合
理性を優先し適切な補足によって演奏解釈に働きかけるべきか、という課題を投げかけるとともに、不確定
性に基づく即興によって得られる、管弦楽あるいは大編成ならではの効果をさらに発展させる展望をもたら
す。ブーレーズによって論理的に示された、持続やタイミングに関する演奏解釈を指揮者に積極的に委ね、
音色操作という管弦楽法的なアプローチと融合させることで作品のテクストと展開を活気づける効果のほか
に、指揮者と演奏者の関係に緊張感をもたらす効果も想定しうるだろう。この効果を客観的に立証するのは
困難だが、それは記譜法によってしか実現できず、かつ演奏の場においてしか認知されえないものであり、
不確定と確定の的確なバランスによってこそ得られることを特徴とする現象である。その実現には、いかに
演奏者の想像力を刺激し、最良のタイミングを選択する努力を促し、指揮者と演奏者の関係をリハーサルに
おいて活性化し、公演の場において頂点に達しうるような環境設定を楽譜に施すのかを考え実践することが
重要であろう。現代の管弦楽作品における即興の可能性は最終的に、創作において、作曲家－楽譜－演奏家
－聴き手という関係性を見据えつつ、作曲家があらゆる音の創出される様相について時間的な観点から向き
合う行為に通じている。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
本論文はブーレーズ《プリ・スロン・プリ》第一曲の《たまものDon》の創作過程と作品分析を中心に、そ
こでの中心的課題と考えられる「演奏における確定と不確定性の問題」を、今日の創作という観点から、さ
らに今日の創作=自身の作品へと問いかけている。 
田上はバーゼルのパウル・ザッヒャー財団での自筆譜調査を行い「たまもの」の創作過程を分析して、主
に「不確定性」による記譜法から生じる、リハーサルや演奏上の課題による初版、改訂版間の「改訂」の問
題から、現代音楽における「即興」の可能性を研究している。 
その分析法は極めて厳密であり、研究論文として十分評価出来るが、ヨーロッパ音楽における作曲・演奏・
記譜といった歴史的な視点からの考察が必要であることも否めない。こうした根本的課題と、個々の音楽作
品の特殊性を比較する際不可避となる問題について、研究者がいかなる視点を持ちえたかという事に関して
は、残念ながら論文からは読み取れなかった。 
また終了作品,オーケストラのための《ヴェニュール》について、作曲科専任教員5名で行われた審査でも、
田上自身の創作と前述の問題性について、いま一つ納得できる回答が得れなかったのは残念である。しかし
ながら研究論文における資料調査の成果にもとづく厳密な分析を評価して課程博士を授与することにする。 
